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液の作用を知り，⑨ PVA を含んだ寒天ブロックを使用して，それに氷結法. celloidin 包埋法・ carbowax
包埋法・ paraffin 包埋法を施し，薄切切片にしたのちヨウ化カリ棚酸開鉛ブ、チルアノレコール液(樋口)に
漬して， PVA の iodine 反応による濃青色呈色を行なった。
その結果， PVA をよく沈澱固定させ，一般組織に為害の少いものとして boric acid がす?れていた。




犬 (3""-/12勾)を選んだの注入液として Ringer-Locke 液に 2%の割合に PVA を加え，さらに caffeine
-247-
を 0.05% の割合に加えたものを使用したゥ生体注入にさいし，下歯槽動脈・総頚動脈・大腿静脈に注入
場所を求め，浅見らの注入装置を改良して注入した。標本作製にあたっては，頭部を dry ice で氷結させ
たのち断頭、し， 10 %の割合に formalin を加えた boric acid で固定をはかり，のち所要の資料を取出して
Plank and Rychlo の脱灰液で処理する。ついで氷結または cellodin 包埋したものを薄切して， PVA の
iodine 反応によって PVA を濃青色に呈色させ，さらに Van Gieson 染色法・ Azan 染色法・ Pap 鍍銀法
などを併用した。その結果，つぎのことを知った。






















第 1 部はまだ明らかにされていない歯の組織を対象とした PVA の組織化学的証明法を検討したもので，
その固定法，脱灰法，包埋薄切法を比較検討し， rこ|的に適った標本作成法を見出しているつ
第 2 部は PVA の生体注入を主眼としたもので，注入部位，注入法，注入装置などに改良を加え，第 1
部において見出した万法によって歯の組織内における PVA を呈色させ，これがエナメル質や象牙質の中
で移動し，歯髄，雨肉，歯根膜などにおいて，結合組織線維に沿って分布することから，その流動が結合
組織線維の走行と関係があることをみているの
本研究は注入材料として，血液と類似する性状をもっ高分子物質を用いていることと，血管内に PVA
を注入して全身環流をさせ，末梢の血管から ~Uて組織内を移動する経路を追求している点において従来の
研究とは異なる新しい研究方法を用いており，注入法などにも種々の改良を加えている。
したがって，この論文は歯の体液循環の研究に新しい分野を拓き，新しい矢~I見を加えたもので有益なも
のと考える口
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